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下下

芳恵　コンピューター業界を舞台とするメディアの

なかで、「流通を制する者が市場を制する」というコ

ンセプトを掲げて差異化を図ったわけですが、そこ

に新たな気づきはありましたか。

喜久男　ほかのメディアが注目していない販売や流

通に目をつけたことは一つの勝因だったと思うけど、

「つくる人・売る人・使う人」の三者がそろっていない

とマーケットは拡大しないわけだよね。そこで気づい

たことは、何事も「人」から派生するということだった。

芳恵　それが座右の銘とされている「人ありて我あ

り」につながるわけですね。

喜久男　このときは、とても深く考え抜いた末に、こ

の業界の本質に行き着いた。それは、すべてに人が

介在すること、時間軸とともに進化すること、そして、

流通網が重要なかぎを握るということの三つだった。

こうしてまとめると、とても当たり前でシンプルなこと

のように聞こえると思うけれど、当時はいろいろな思

考のプロセスを経たうえで、こうした結論に至った

んだ。それで、“人”と“売ること”にフォーカスした

コンピューター流通紙をつくろうと決めたんだね。

芳恵　なるほど。でも、むしろシンプルなほうが理

解されやすくていいのではないでしょうか。

喜久男　ところが社員からは、なかなか理解しても

らえなかった。「商品を書くな、人を書け」と言ってい

たのだけれど、ふつうは商品のスペックや機能を書

くほうが楽しいよね。「この新製品はこんなことを可

能にする機能を備えていて、既存製品の何倍のスピ

ードで処理できる」とか。

　でも、その優れた商品をどんな人がつくったのか

とか、そのエリアで突出して売れている商品はどんな

人がどんな工夫をして売っているのかを取材してほ

しいと指示していたんだ。どうしても、そこで起こっ

ている出来事や事象に関心が集まり、その元となっ

ている「人」に注目しない傾向があるから、その視点

を変えようと考えたんだね。

芳恵　それが、人にフォーカスするということです

ね。煮詰めていくと、まさに「千人回峰」の世界につ

ながる気がします。

喜久男　その通りだね。

芳恵　それで、この連載「千人回峰」を始めるに至

ったいきさつは？

喜久男　私はメモマニア、切り抜きマニアで、時系

列・人・商品で分類したスクラップのファイルをつ

くっていた。“人”のファイルは、私が興味を抱いた人、

つまり会って話を聞いてみたい人のリストだ。それを
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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

「人」にフォーカスすることが
物事の本質を知ることにつながる

「商品を書くな、人を書け」の
意味するところとは

BCN創業者

奥田喜久男
Kikuo Okuda

【奈良発】生成AIが、さまざまな産業のさまざまな分野で活用される時代となった。こうしたテクノロジーの進化は歓迎すべきことだ
が、私たちのようなメディアの仕事も代替できるようになるという予測もある。この点について、創業者である奥田喜久男にその懸
念をぶつけてみると、BCNの記者がAIに負けることはありえないと即答した。プロの技を持ち、人を描くことにこだわる書き手によ
る文章が、そんな表層的な文章に負けるはずはないと。心強い思いとそうあらねばという覚悟が交錯した。� （本紙主幹・奥田芳恵）
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こぼれ話　　見た編集デスクの中林傑さん（2024年3月25日号・4

月1日号の本欄に登場）が、連載企画にしたらと勧め

てくれたのが始まりだね。

芳恵　第1回が07年1月ですから、もう17年も続いて

いるわけですね。ちなみに、そのスクラップ・ファイ

ルは？

喜久男　オフィスの引っ越しをする際に、すべて処

分されてしまった。それもあっさりと。その事実を知

ったとき、一瞬、頭に血が上ったが、これも「また勉

強し直しなさい」というご託宣だと思って気を取り直

したよ。

芳恵　いつも前向きな姿勢でなによりです（笑）。

喜久男　この「千人回峰」の対談だけど、もともと人

が好きで、自分が会いたいと思う人に会って話を聞

くのだから、こんなに面白いことはないよね。でも、

直接収益に結びつく連載企画ではないから、経営者

としての判断が必要だった。

芳恵　人にフォーカスするという点では、本紙には

「Key Person」というインタビュー記事もあります

し……。

喜久男　「Key Person」の取材対象者は、いわば

この業界のリーダーや成功者で、業界紙としてのメ

インストリームの企画といえる。それはもちろん大切

な記事なのだが、「千人回峰」の取材対象はコンピ

ューター業界の人に限ることはなく、また有名・無名

にもこだわらない。もちろん、成功者に限定すること

もない。唯一の共通点は、私と何らかの「縁」があ

った人であるということだ。

　先ほどふれたように、当初は収益のことがちょっ

と頭をかすめたけど、会社も業界も安定期に入った

時期だったこともあり、一歩踏み出してみた。する

と、やり続けているうちに何人かの人から「この企画

はすごいね」と言ってもらえるようになった。だから、

この「千人回峰」は新たな価値を生んだのだと思う。

芳恵　人にフォーカスすることの大切さは私も理解

しているつもりですが、「人とはなんぞや」という問い

にこだわり続けてきた原点は、どこにあるのでしょう

か。

喜久男　恥ずかしいからこれまで話さなかったのだ

けれど、私が13歳のときに母親を亡くしたことがその

きっかけなんだ。母が亡くなると、それまで着ていた

寝間着を裏返しにして、それを物干し竿にかけて家

の北側で1週間吹きさらしにするという風習があった

のだけど、その光景を見た私は「母ちゃんがかわいそ

うじゃないか」と父に食ってかかった覚えがある。

　母が亡くなったという事実を目の当たりにしている

ものの、まだ子どもだから死という概念を理解してい

ない。母親がいなくなっても、裏山の杉や檜の木は

ずっと変わらず生き続けている。なぜだと。そこに「人

とはなんぞや」というとても根源的な疑問が生まれ、

以来、心のなかにそれが棲みついているんだね。

芳恵　13歳の少年にとってはとてもつらい経験だっ

たでしょうし、当時のその光景は鮮明に残っている

のでしょうね。

　ところで「人とはなんぞや」の解を求めて330人以

上の方とお会いになったわけですが、その解にたど

り着くことはできましたか。

喜久男　解ではないけれど、行き着いた言葉は「無

償の愛」だった。それこそが、人に関する最高位の

言葉ではないかと感じることができたのは60代に入

ってからのこと。だから、解に近づくためには、ある

程度の歳月が必要だということだね。

　はたから見れば、粗野で呑ん兵衛の私に似つかわ

しくない言葉のようだが、そういう側面も共存してい

るんだ。

芳恵　この「千人回峰」では、対談相手の過去・現

在・未来についてお話をうかがっていますが、今後、

ご自身にどんな変化が起こるとお考えですか。

喜久男　未来の部分だね。それについては何度も

考えたけど「あるがまま」でいいというのが結論。い

つも初めての道だから、いまもワクワクしているよ。

株式会社 BCN株式会社 BCN

「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています
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BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

　「解は質問の中にある」。ずいぶん前に、奥田喜久男
さんとこんな話をした記憶がある。知りたいことを聞
き出せるかどうかは、すべて質問次第ということであ
る。当たり前のことだ。しかし、漫然と生きていれば、
いい質問は出てこない。日々、「なぜ、なぜ」と本質に
迫ろうとする姿勢が質問を生み出す源になる。喜久男
さんは、「なぜ、なぜ」の使い手で、いつもなぜなぜ言っ
ている。言わない時も思っている。もともと根源的な
ところまで、物事を深く理解したいと思うところもあ
るように思うが、同時に、記者として経営者として問
題の真因を明らかにするよう、自分をつくり込んでき
た証しかとも思う。
　週刊BCNは、市場の形成と成長をメディアという
立場で支え、業界の発展に貢献したいと願い、40年
以上にわたって情報を伝えてきた。私は編集者時代、
情報という無形の価値を提供するビジネスの社会に対
する貢献度を実感できず、悩んでいたことがあった。
大好きな本の力を信じられなくなる時もあった。しか
し、BCNに入社して、読者の皆さんの声に触れ、広
告スポンサーの方々からの評価を聞き、「業界紙とい
うのは市場をつくり、業界の成長に貢献できる」とい
うことを知った。同時に、情報という力を信じる希望
を得た。その感動は、メディア企業である以上、業界

と社会の発展に貢献すること、そしてそれをみんなで
実感したいという思いを支えている。
　創業からの10年はつらかったと喜久男さんは振り
返ったが、それさえも上回る楽しさや喜びを感じてい
たことだろう。創業時のエピソードには悲壮感が感じ
られず、なぜかいつも楽しそうなのである。この時は、
あの人が教えてくれたとか、この人が一緒にやってく
れたなど、助けられた人たちのお名前が出ることも多
い。もしかしたら、時の流れが良い思い出に変えただ
けかもしれないが…。
　写真は、創業の地である東京の大塚駅近く、大塚三
業地のアパート一室で撮影された。定期購読者100人
到達を記念したもので、「100」と書いたメモを口に加
えている。「やったぜ」というような表情は、いかにも
創業時の勢いや躍動感を表しているようだ。今は、紙
の新聞、デジタル版、Webといろいろな媒体で、多
くの読者に支えられているが、読者と向き合う姿勢や
その重みは変わらない。しかし、最初に獲得した定期
購読者100人というのは、計り知れないほどの喜びで
あったことだろう。「読者を裏切れないね」と2人で話
しながら、改めて、真実・中立・信頼を追求する姿勢
を胸に刻み込んだ。� （奥田芳恵）

「人とはなんぞや」という
問いの先にあった
「無償の愛」という言葉

2024.�5.9 ／奈良県奈良市の奈良ホテルにて

定期購読者100人達成を記念して　
奥田喜久男（創業者/左）、日高俊明（創業期参画/右）、撮影:田中
繁廣（創業期参画）
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�1949年1月、岐阜県岐阜市出身。71年、皇學館大学文学部卒業後、電波新聞社に入社。
81年8月、コンピュータ・ニュース社創業。同年10月、「BUSINESSコンピュータニュース（現・
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